
 
         ２０２４年５月全学環境安全管理室等会議・事故災害報告（要約）  

 

・不休業事故･災害 

23343F D2（男性：２６歳）；カッターナイフを用いプラスチックプレートを裁断中、勢い余って左手人差し指の指

先を切創した。防刃手袋などは着用していなかった。 
23346F M1（男性：２４歳）；バス乗車中に転倒し、右手小指・末端骨を骨折した。立ったまま乗車し、荷物も多く

手すりにも掴まっていなかった。 
23350F 研究員（男性：２８歳）；手術部位を洗浄中、患畜（犬）が暴れてエリザベスカラーが取れてしまったため

腕を噛まれた。保護手袋を着用していなかった。 
23351F 事務職員（男性：４５歳）；約 50kg のプリンターを床から持ち上げた際、腕に肉離れを起こした。 
23353F 看護師（女性：５６歳）；急に脱力した患者を片手で支えた際、左前腕内側から第4・5指に疼痛としびれ

が生じた。 
24402F 技術専門職員（男性：４３歳）；歩行中、スロープの鉄柵に気づかず太ももを強打し、前方へ回転するよ

うに転倒。太ももに筋挫傷を負った。夜間で周辺に照明もなく、スロープや鉄柵が見えにくかった。 
24404F 特任助教（女性：３７歳）；階段を降りている際に踏み外して転倒し、右足首を捻挫した。 
24411F 准教授（男性：５１歳）；濡れた石畳と強風により転倒し、後頭部を強打した。 
24412F 技術補佐員（女性：４０歳）；猫の診察中にエリザベスカラーを着用しようとしたところ、手指を咬まれた。

牛革の猫手袋をしていたが、貫通して咬傷を負った。 
24413F 事務職員（女性：４５歳）；脚立の上で作業中にバランスを崩して落下し、尾てい骨を打撲した。 
24415F 一般技術職員（男性：４８歳）；馬に不用意に近づいたため、頸部を噛まれ擦傷を負った。長袖や首元

へのタオルの着用をしていなかった。 
24417F M1（男性：２２歳）； 40kg ほどの鉄板を床に置く際に右手の人差し指を挟んだ。保護手袋は着用して

いなかった。 
24419F M2（女性：２４歳）；ディスポーザルメンブレンをシリンジに接続して溶液をろ過しようとしたところ、圧力

をかけすぎてメンブレンとシリンジの接続部が外れたため溶液が飛散し、顔にかかった。 
 
・通勤災害 

23345J  特任准教授（男性：３４歳）；自転車で走行中、ハンドルに掛けていた傘がフロントホイールに挟まって

転倒。擦傷と打撲を負った。 
23348J  助教（男性：３０歳）；自転車で歩道を走行中、運転を誤って転倒。左頭部に切傷、擦傷、打撲を負った。

風が強い中で疲労感もあった。ヘルメットは着用していなかった。（休業１日） 
24003J  事務職員（女性：５１歳）；駅の階段を上っている際に躓いて転倒し、階段の縁に額を打ち付け出血し

た。（休業４日） 
24010J  事務職員（女性：５０歳）；歩行中、横から倒れてきた自転車と運転者を支えた際にハンドルが左肋骨

にぶつかり打撲。 
 

・その他 

24005S  M1（男性：２３歳）；研究室の歓迎会において、過度の飲酒により救急搬送された。 
 

・人的被害なし、設備災害でない小火あり 

23300Nｆ ディープフリーザーの電源プラグと壁コンセントが炭化した（火災認定）。3P-2P 変換アダプタを使用

していた。 
23347Nｆ オイルヒーターを古いテーブルタップに接続し、長時間使用していたところ、テーブルタップのスイン

グ式のプラグが焦げた（火災認定）。ヒーターの取扱説明書には「テーブルタップ使用不可」との記

載あり。 
 
 



 
24014Nｆ 研究室内の配置換え中、机裏側のコンセントに焦げ跡を発見した（火災認定）。 
 

・人的被害なし、設備災害でない機器・施設損傷あり 
23310Nd  エアコンから漏水し、直下階まで浸水した。排水配管の経年劣化（堆積錆）によるもの。 
23344Nd  冷凍庫の配線のショートにより漏電が発生した。経年劣化によるものか。 
23349Nd  車両一台分の幅しかない坑道を公用車で移動中、対向車が来たため後進したところ、車両の後部

側面が壁にぶつかり破損した。坑道は照明がなく非常に暗く、壁までの距離の把握が困難であっ

た。 
24008Nd  荷台が上がったままの状態でダンプを移動し、畜舎入口上部の柵にぶつけて曲げてしまった。 
24016Nd  電動三輪車で地下坑道をバック走行中、坑道側面にある真空ダクトベローズカバーと接触。カバ

ー並びに電動三輪車のフロントウィンドウを損傷した。坑道内は照明が届かないところがある。 
 

・人的被害なし、設備災害でない有害物（臭）流出あり 

24009Nｌ tert-ブチルメルカプタンを用いた有機合成実験の後処理の過程で、臭気が実験室外廊下まで広が

った。当該化学物質の付着した器具をドラフトチャンバー外で扱ったことによる。 
 

 

 

                             以上 教養学部等環境安全管理室 


